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論壇
はは
じじ
めめ
にに

会
社
法
に
よ
り
株
式
会
社
の

計
算
書
類
等
の
形
式
及
び
内
容

は
、
様
変
り
し
た
と
い
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し

て
、
様
変
り
は
よ
り
複
雑
に
な

っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

そ
こ
で
計
算
書
類
等
の
作
成

実
務
に
携
わ
る
者
と
し
て
、
何

故
そ
の
複
雑
な
作
成
義
務
を
負

う
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
述

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

��

計計
算算
書書
類類
等等
のの
形形
式式
のの
様様
変変
りり
はは
ここ
うう
なな
っっ
たた

会
社
法
は
、
平
成
１８
年
５
月

１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
会

社
法
に
よ
り
株
式
会
社
の
計
算

書
類
等
の
形
式
は
、
次
の
よ
う

に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
形
式
の
様
変
り

の
代
表
と
し
て
は
、
旧
商
法
に

お
け
る
い
わ
ゆ
る
利
益
処
分
案

（
利
益
ノ
処
分
又
ハ
損
失
ノ
処

理
ニ
関
ス
ル
議
案
）
が
な
く
な

り
、
会
社
法
に
お
い
て
は
、
株

主
資
本
等
変
動
計
算
書
に
変
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
は
、
種
々
の
理

由
が
あ
り
ま
す
が
、
主
た
る
理

由
と
し
て
は
、
利
益
処
分
案
に

係
る
利
益
の
配
当
が
剰
余
金
の

配
当
に
変
わ
っ
た
こ
と
で
す
。

す
な
わ
ち
、
剰
余
金
の
配
当

は
、
利
益
の
配
当
の
財
源
と
し

て
の
「
そ
の
他
利
益
剰
余
金
」

の
額
の
み
で
は
な
く
、
従
来
資

本
等
取
引
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
た
「
そ
の
他
資
本
剰
余
金
」

の
額
、
さ
ら
に
最
終
事
業
年
度

末
日
後
、
配
当
の
効
力
発
生
日

ま
で
の
、
そ
の
他
資
本
剰
余
金

の
異
動
額
も
加
え
て
そ
の
合
計

額
を
「
そ
の
他
資
本
剰
余
金
」

の
額
と
し
て
、
剰
余
金
の
配
当

の
財
源
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

ま
た
、
剰
余
金
の
配
当
が
所

定
の
決
議
を
経
れ
ば
同
一
事
業

年
度
内
に
何
回
も
出
来
る
こ
と

も
、
株
主
資
本
等
変
動
計
算
書

に
様
変
り
し
た
一
つ
の
要
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。

��

計計
算算
書書
類類
等等
のの
内内
容容
のの
変変
更更
もも
行行
わわ
れれ
まま
しし
たた

１
、
創
設
さ
れ
た
会
社
計
算
規

則
で
は
、
会
社
計
算
に
係
る
内

容
の
骨
格
を
定
め
ま
し
た

（
１
）
計
算
書
類
等
は
、
会
計

帳
簿
に
基
づ
き
作
成
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
定
め
ま
し
た
。

計
算
書
類
等
と
は
、
通
常
、

計
算
書
類
（
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
株
主
資
本
等
変
動

計
算
書
及
び
個
別
注
記
表
）
と

事
業
報
告
書
並
び
に
こ
れ
ら
の

附
属
明
細
書
を
指
し
ま
す
。

こ
の
計
算
書
類
等
は
、
当
該

事
業
年
度
に
係
る
会
計
帳
簿
に

基
づ
き
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
規
定
さ
れ
ま
し
た
（
計

規
第
９１
条
③
）

（
２
）
会
計
帳
簿
に
付
す
べ
き

資
産
・
負
債
の
価
額
を
定
め
ま

し
た
。

①

資
産
の
評
価

ア
、
資
産
に
つ
い
て
は
、
別

段
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除

き
、
そ
の
取
得
価
額
を
付
さ
ね

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
ま
し
た

（
計
規
第
５
条
①
）
。

イ
、
事
業
年
度
末
日
の
資
産

の
価
格

（
ア
）

償
却
資
産
は
、
相
当
の

償
却
を
行
い
ま
す
（
計
規
第

５
条
②
）
。

（
イ
）

次
の
資
産
に
つ
き
評

価
損
又
は
減
損
損
失
を
計
上

し
ま
す
。

○ア

著
し
く
低
い
時
価
の
資

産
（
計
規
第
５
条
③
一
）

○イ

減
損
損
失
を
認
識
す
べ

き
資
産
（
計
規
第
５
条
③

二
）

（
ウ
）

債
権
に
つ
き
貸
倒
れ

損
失
を
計
上
し
ま
す
（
計
規

第
５
条
④
）
。

（
エ
）

債
権
に
つ
き
償
却
原

価
法
に
よ
る
価
格
を
付
す
こ

と
が
で
き
ま
す
（
計
規
第
５

条
⑤
）
。

（
オ
）

資
産
に
つ
き
低
価
法

に
よ
る
価
格
を
付
す
こ
と
が

で
き
ま
す
（
計
規

第
５
条

⑥
）
。

（
カ
）

前
各
号
の
ほ
か
、
時

価
又
は
価
格
を
付
す
こ
と
が

適
当
な
資
産
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ら
を
付
す
こ
と
が
で
き

ま
す
（
計
規
第
５
条
⑦
）
。

②

負
債
の
評
価

ア
、
負
債
に
つ
い
て
は
、
別

段
の
定
め
の
あ
る
場
合
を
除

き
、
債
務
額
を
付
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
さ
れ
ま
し
た
（
計

規
第
６
条
①
）
。

イ
、
事
業
年
度
末
日
に
付
す

こ
と
の
で
き
る
負
債
の
時
価
又

は
価
格

（
ア
）

次
に
掲
げ
る
も
の

の
ほ
か
将
来
の
費
用
又
は
損
失

の
た
め
の
引
当
金
を
計
上
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
（
計
規
第
６

条
②
一
）
。

○ア

退
職
給
付
引
当
金

○イ

返
品
調
整
引
当
金

（
イ
）

払
込
額
と
債
務
額

が
異
な
る
社
債
は
、
事
業
年
度

末
日
の
債
務
額
を
計
上
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
（
計
規
第
６
条

②
二
）
。

（
ウ
）（
ア
）・（
イ
）
の
ほ
か
の

時
価
又
は
価
格
を
付
す
こ
と
が

適
当
な
負
債
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ら
の
額
を
付
す
こ
と
が
で
き

ま
す
（
計
規
第
６
条
②
三
）
。

２
、
計
算
書
類
の
作
成
に
つ

き
、
そ
の
内
容
を
定
め
ま
し
た
。

（
１
）
貸
借
対
照
表
の
作
成

（
計

規

第
１
０
４
条
〜
第
１
１

７
条
）

貸
借
対
照
表
の
項
目
の
区
分

・
表
示
等
が
規
定
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
内
容
と
し
て
は
次

の
点
が
特
色
と
し
て
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

�

資
産
の
部

資
産
の
部
に
つ
い
て
は
、
流

動
資
産
の
う
ち
通
常
取
引
債
権

に
つ
い
て
の
１
年
基
準
（
ワ
ン

・
イ
ヤ
・
ル
ー
ル
）
の
排

除

（
計
規
第
１
０
６
条
③
一
・
ロ

・
ハ
）
又
は
、
有
形
固
定
資
産

に
お
け
る
事
業
用
資
産
以
外
の

資
産
の
排
除
（
計
規
第
１
０
６

条
③
二
）
が
特
色
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

�

負
債
の
部

負
債
の
部
に
つ
い
て
は
、
資

産
の
部
と
同
様
に
、
通
常
取
引

債
務
に
つ
い
て
は
、
１
年
基
準

の
排
除
（
計
規
第
１
０
７
条
②

イ
・
ロ
）
が
特
色
と
し
て
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

（
２
）
貸
借
対
照
表
の
機
能
等

す
な
わ
ち
、
貸
借
対
照
表
と

し
て
の
計
算
書
類
は
、
会
社
の

財
産
状
況
、
特
に
事
業
内
容
に

つ
き
外
部
か
ら
良
く
判
断
で
き

る
機
能
を
有
し
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
中
小

企
業
の
会
計
に
関
す
る
指
針
」

い
わ
ゆ
る
「
会
計
指
針
」
は
、

こ
の
会
社
法
に
係
る
会
社
計
算

の
骨
格
の
範
囲
内
で
制
定
さ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

��

計計
算算
書書
類類
等等
のの
作作
成成
及及
びび
公公
告告
義義
務務

１
、
計
算
書
類
等
の
作
成
義
務

前
述
し
た
会
社
法
に
よ
る
複

雑
な
計
算
書
類
等
を
株
式
会
社

は
何
故
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
か
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま

す
。勿

論
、
会
社
法
に
作
成
義
務

（
法
第
４
３
５
条
②
）
が
規
定

さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
う
の

が
、
直
接
の
答
え
で
す
。
し
か

し
、
私
達
実
務
に
携
わ
る
者

は
、
何
故
そ
の
作
成
義
務
が
強

制
さ
れ
る
か
と
い
う
根
本
を
検

討
す
る
こ
と
は
必
要
で
す
。

（
１
）
株
主
の
責
任
と
の
関
係

こ
の
答
は
、
次
の
株
式
会
社

に
お
け
る
株
主
の
責
任
の
条
文

に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

「
（
株
主
の
責
任
）

第
１
０
４
条

株
主
の
責
任

は
、
そ
の
有
す
る
株
式
の
引
受

価
額
を
限
度
と
す
る
。
」

こ
の
条
文
は
、
株
主
に
な
る

前
に
出
資
の
履
行
を
求
め
ら
れ

る
の
で
、
株
主
は
実
質
上
責
任

は
な
く
、
株
主
の
権
利
だ
け
を

有
し
ま
す
（
法
第
３
４
条
・
第

１
０
５
条
）
。

こ
れ
は
、
株
式
会
社
制
度
の

基
本
で
あ
り
、
こ
の
基
本
に
よ

り
株
式
市
場
は
成
立
し
ま
す
。

そ
し
て
、
株
主
の
責
任
は
、

間
接
有
限
責
任
を
負
う
も
の
と

い
え
ま
す
。
個
人
事
業
者
が
債

権
者
に
対
し
て
直
接
無
限
責
任

を
負
う
こ
と
と
比
較
す
る
と
、

こ
の
株
式
会
社
に
係
る
株
主
の

責
任
は
、
株
式
会
社
制
度
に
基

づ
く
制
度
特
典
と
し
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
２
）
最
低
資
本
金
制
度
廃
止

と
の
関
係

会
社
法
は
、
現
代
化
と
し
て

の
会
社
の
自
由
化
・
柔
軟
化
の

た
め
に
創
ら
れ
、
債
権
者
の
担

保
と
し
て
の
株
式
会
社
の
最
低

資
本
金
制
度
を
廃
止
し
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
資
本
金
な

し
で
株
式
会
社
制
度
に
個
人
が

自
由
に
参
入
で
き
る
範
囲
が
拡

大
し
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

自
由
に
は
義
務
が
伴
い
ま

す
。
資
本
主
義
に
お
け
る
信
用

経
済
の
維
持
に
は
、
最
低
資
本

金
制
度
廃
止
後
に
お
け
る
取
引

の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め

に
、
そ
の
担
保
を
、
ま
ず
計
算

書
類
の
作
成
に
求
め
、
次
に
同

一
取
引
は
同
一
会
計
記
録
と
な

り
同
一
表
示
と
な
る
よ
う
に
会

社
計
算
規
則
で
規
定
し
、
実
務

に
つ
い
て
は
会
計
指
針
を
用
意

し
、
最
後
に
計
算
書
類
の
適
正

な
作
成
の
た
め
会
計
参
与
と
い

う
制
度
を
創
設
し
た
と
い
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

２
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務

同
一
表
示
の
計
算
書
類
を
作

成
し
て
も
不
特
定
多
数
の
者
を

対
象
と
す
る
取
引
の
安
全
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
を
一
般
に
公
開

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

会
社
法
に
お
い
て
は
、
計
算

書
類
の
公
告
（
法
第
４
４
０
条
）

及
び
過
料
（
法
第
９
７
６
条
・

二
）
を
規
定
し
て
、
貸
借
対
照

表
（
大
会
社
に
あ
っ
て
は
、
貸

借
対
照
表
及
び
損
益
計
算
書
）

を
公
告
し
て
、
そ
の
実
を
挙
げ

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

おお
わわ
りり
にに

株
式
会
社
に
お
け
る
計
算
書

類
等
の
作
成
及
び
公
告
義
務
の

基
礎
は
、
株
式
会
社
に
係
る
株

主
の
責
任
と
い
う
制
度
特
典
に

あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
特
に
最
低
資
本
金
制
度
の

廃
止
に
よ
り
、
株
式
会
社
へ
の

参
入
範
囲
が
拡
大
し
た
こ
と
に

伴
い
、
会
計
に
係
る
実
務
家

は
、
こ
れ
ら
の
義
務
の
認
識
を

深
く
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
考
し
て
い
ま
す
。

会
社
法
に
お
け
る
計
算
書
類
等
の
作
成
義
務

右山昌一郎
【芝】
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